
当院では血管外科疾患の診断およ

び治療を行っています。

１、下肢閉塞性動脈硬化症

ABPI（下肢・上肢血圧比）や SPP

（皮膚還流圧）を測定し、エコー・

CT にて動脈病変の評価を行います。

基本的に血管内治療を第一選択と

していますが、糖尿病や透析の患者さ

んなど高度の石灰化を有する病変の

場合は、外科的バイパス手術を行いま

す。

バイパス手術は適応があれば、下腿

以下の Distal bypass まで行ってい

ます。

２、下肢静脈瘤

下肢静脈瘤に対しては、症例に応じ

て硬化療法から穿通枝処理・ストリッ

ピング術などの手術療法を行ってい

ます。とくに網状静脈瘤は硬化療法の

よい適応です。

３、シャント手術

透析患者さんのシャント手術を行

っています。透析導入からシャント閉

塞まで対応可能ですのでご相談くだ

さい。
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閉塞性動脈硬化症に対する

血管内治療

治療前：左浅大腿動脈は起始部より大

腿下部まで閉塞している。

治療後：左浅大腿動脈は良好に開存

し、歩行時の下肢痛は改善した。

～血管外科のご紹介～


